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論文内容の要旨

う蝕の処置に際して、原則としては、軟化象牙質の徹底的除去が考えられていたが、最近Bonsack

により提起された“ぬtural" pulp capping という考え方が普及されて来た。すなわち、深在う蝕で

歯髄が健全で、あると考えられる場合には、むしろ、若干の軟化象牙質を残しでも、間接覆髄剤により

嵩底を処置して、露髄を避ける方が、歯髄に対する予後は、露髄したものよりも、良好で、あることが

明らかにされるようになった。

このような傾向にともなって、寵底に残留した軟化象牙質を、覆髄剤によって再石灰化させること

の可能性についての研究が活発となり、数多くの研究がそのことを裏付けている。

ひるがえって、 F ーには、耐脱灰性向上と、石灰化促進作用があることが報告されている。

そこで、著者は、従来の水酸化カルシウム糊剤や、酸化亜鉛ユージノールセメシトなどの覆髄剤よ

りも、 “ Natural" pulp capping の意味において、更に積極的に窃底の軟化象牙質の再石灰化の促進

と象牙質の強化のために、間接覆髄剤にフッ化物を利用したらと考え、この研究を行った。

このために利用するフッ化物として、予備実験の結果から、 SrF2 を配合した間接覆髄剤を試作した。

この覆髄剤を、 in vitro および、in vivo で人工的に脱灰した象牙質に作用させた場合の、象牙質の

再石灰について、以下の方法を用いて検討した。なお、対照として、酸化亜鉛ユージノールセメント

を用いた。

実験 1 in vitro で脱灰した象牙質における覆髄剤貼用後の変化について、軟X線写真、色素試験

X線回折および電気抵抗による検討

抜去歯牙より作製した厚さ約400μ のdentin pla te の半側をwax で被覆し、他側を脱灰した後、さら

に脱灰部の半側を被覆し、残るをの部分に覆髄剤を貼用し、人工組織液に浸漬した。その結果、実験

群の軟X線像では、覆髄剤貼用部は、健全な象牙質と同程度の X線透過性を示すか、または、ゆしろ

radiopaque になっているのに対し、対照群では、その部分の X 線透過性は、脱灰部と、ほぼ同じであったO
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色素試験の結果、対称群では覆髄剤貼用部は脱灰部に比べて色素の浸透性が少し低い程度であるの

に対し、実験群では色素の浸透はほとんど見られなかった。

また、実験群の覆髄剤貼用部に生成された物質は、X線回折の結果、象牙質 apatite によく似た結晶

型を示していた。

一方、抜去歯牙に寓洞を形成し、寓底象牙質を脱灰した後、覆髄剤を貼用し、人工組織液に浸漬した。

脱灰及び覆髄剤貼用後の象牙質の変化について電気抵抗値の変動により検べた。

その結果、脱灰によって抵抗値は一旦、 original の値より低くなり、覆髄 10 日後においては、実験

群、対称群ともに、抵抗値の回復がみられた。とくに、実験群では、その増加率は大きく、抵抗値の

relative increase (or igi nal の抵抗値との比)で表わすと、対称群では、平均1.24 であるのに対し、

実験群では 6.26 であった。

実験n in vivo で脱灰した象牙質における覆髄剤貼用後の変化について、電気抵抗、光学顕微鏡、

microradiograph および、X線マイクロアナライザー (XMA) による検討

生犬の歯牙に寓洞形成を行い、迅速脱灰液にて嵩底象牙質を脱灰した後、覆復剤を貼用して、アマ

ルガム充墳を施した。覆髄 2 および4 週後において、貼用部歯質の電気抵抗値を測定した。

その結果、 in vitro の場合とほゾ同様な結果が得られ、 2 週後においては、電気抵抗値の relativ令

increase は対称群では1.56 であるのに対し、実験群では 3.98 と高い値を示した。しかし、あとの 2

週間での抵抗値の増加は、両者ともにゆるやかであった。

ついで、電気抵抗値の測定を行なった生犬の同一歯牙の薄切研磨切片を作製し、光顕、 microradi­

ograph およびXMA を用いて検べた結果、寓底象牙質に形成された脱灰脱灰層は、高度に日則夫され、

ほとんど無機質を含まない上の層(第 1 脱灰層と仮称)と、その下の脱灰程度の比較的弱い層(第 2 脱

灰層と仮称)の上下 2層に区別された。

覆髄4 週目の所見では第 2 脱灰層には、組織の繊密化と Ca ならびに P の増量が認められたが、第

l 脱灰層には、そのような変化は全然みられなかった。なお実験群における上記の変化は第 2 脱灰層

の、とくに、表層の部分において著明であった。

また、この覆髄剤の歯髄に及ぼす影響について、予備実験で検べた結果、対照とくらべ、とくに為

害作用は認められなかった。

以上の in vitr 0 および、 in vivo による実験の結果を総合して判断すると、 SrF2 配合間接覆髄剤は人

工的に脱灰した象牙質の再石灰化を対照に用いた酸化亜鉛ユージノールセメントよりも、高度に促進

したものと考えられる。

論文の審査結果の要旨

本研究は、軟化象牙質の再強化をはかる目的で、フッ化物 ( Sr F 2) 配合の間接覆髄剤を創製し、こ

の覆髄剤によって人工脱灰歯質の再石灰化を実験的に研究したものである。その結果、フッ化物を

利用した覆髄剤が、在来の覆髄剤より石灰化能のすぐれていることを明らかにした点で、重要な知見

を得たものとして価値ある業績と認める。

よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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